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ハ}ブの芳香を付加した牛ふん堆肥の作製

高田 11~* .天橋一路*

嬰約

家庭菜菌等で牛ふん堆肥を利用する場合，堆肥特有の臭気は不快である.そこで，ハーブを副資材と

して牛ふんを発酵処理し，ハーブの芳香を付加した快適度の高い堆肥を作製した.

ハーブはペパ}ミント，オレガノ，ブェンネル，アニス，キャラウェイ，クロープを用い，堆肥重量

の約 10%量を混合し，約80リットル容量のポ1)容器に投入して， 4週間の発酵処理を行った.

l 部資材としてハーブを混合することにより，発酵温度の上昇と有機物消失率の向上が見られ，発酵

促進効果が推察された.

2 4週間後の堆胞において，オレガノ区のハーブ臭気が最も強く感じられた.

3 約半年間保存したオレガノ区堆肥は，臭気評価も良好で、あり，こまつなの栽培成績も良好であった.

Making of Cow Feces Cornpost that Added Arorna of Herbs 

Osamu TAKA TA and Kazumichi AMAHASHI 

Summary 

When the cow feces compost is used at the kitchen g釘d巴netc.， the peculiar stench of compost is unpleasant. 

百len，compost with a high acceptability， i.e. compost with the aroma of the herb was prepaied by using the herb 

as sub-materials wh巴ncow feces was fermented. 

The amount of the herb mixed to compost was about 10% by the weight of compost，and the peppermint， the 

oregano， the f，巴nnel，the anise， the charaway， and the c10ve were used. Mixture of compost andherbs were putted 

into the poly輔contain巴rwith about 80-litt巴rcapacity，叩dthe fermentation was processed for 4 weeks. 

(1) The rise of the fermentation temperatur巴阻dthe improvement of耐 organicmatter disappearance rate were 

seen since the herb was mixed as sub-materials， and the effect of the herb on the fl巴ロnentationacceleration was 

suggested. 

(2) After 4 weeks fermentation， the oregano compost showed the strongest herb smell. 

(3) The oregano compost preserv巴dfor about half a year， showed an excellent evaluation of aroma， ， and 

cultivation examination of Komatuna was also excellent. 

キーワード:ハーブ，牛ふん堆肥，静j資材，芳香姓，オレガノ

緒雷

高齢化が進むなか，生活のi間いを求めてペット飼育や

家躍莱国がブームとなっており，都市部や盟地生活にお

いてもベランダや室内で盟芸が盛んに行われている.そ

こで気になるのが有機肥料として使用する家事ふん機胞

の臭気である.発酵堆胞といえども堆肥特有の臭気は室
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内等では不快なものである.

そこで，家畜ふん堆肥特有の不快な堆肥臭を低下させ

ることを自的として，牛ふん堆肥作製過程においてハー

プを盲目資材として加えることにより，ハーブの芳香が付

加された快適度の高い牛ふん発酵堆肥の作製を試みた.

材料及び方法

1 試験区の構成と作製方法

試験区の構成と，各区におけるハープ混合都合を表l
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表1 牛ふん原材料に対するハーブの混合割合(%)

区分 銅製主主ふん区 処漫ふんIR
霊堂 容積 重最

ペパーミント(葉) 29 10 40 12 
ペパーミント(サイレージ) 28 10 34 16 
オレガノ(業) 35 9 29 9 
フェンネル(種子) 18 11 16 11 
アニス(種子) 11 8 10 8 
キャラウェイ(種子) 11 9 10 10 
クロープ(粉末) 4 3 3 4 
対照 O O O O 

に示す.

試験区の構成は，牛ふん原材料により，生ふんを麗し

堆肥で水分約70%に言語製した区(以下，謂製主主ふん区と

いう)と，上記の調製生ふんを撹枠式発酵ハウス(深さ

約25cm)で約2週間発酵処理した区(以下，処理ふん匿

という)の2区とした.

上記のそれぞれの区に，ペパーミント(葉，或いはサ

イレージ)，オレガノ，フェンネル，アニス，キャラウ

ェイ或いはクロープを混合した.

各区の作製方法は，容量約801)ット jレのポリ橘(内

筏46cm、高さ 48cm)を容器に使用し，ハーブの混合都

合を，容積比で葉は28~ 40% (重量比で9~ .16%)に，

種子は 10~ 18% (8 ~ 11%)に，粉末は3~ 4% (3 ~ 

4%)にし，ほほ均ーになるように混合し，容器が満杯

になる程度に投入した.容器はハウス内に保存し， ，1週

間ごとに切り返しを行った.

試験期間は，処理ふん毘が平成 15年10月78から 4

週間，調製生ふん区が11月5日から 4週間とした.

2 調査方法

堆肥の水分は，サンプル約300g，を風乾後110"C2時間

乾燥して求め，開始時と終了時に測定した.

堆肥の灰分は，水分測定後のサンプル約2gを埼塙に

とり，ガスバーナーで加熱後電気炉で約600
0

C，半日韓

度灰化して求め，開始時と終了時に測定した.

水分と灰分から有機物消失率を以下の式で算出した.

有機物消失率(%) = (乾物中処理後粗灰分%一乾物中

処理前粗灰分%)-:- I乾物中処理前粧灰分%x (100-
乾物中処理前粗灰分%)1x 10，000 
堆肥の温度は，j，昆度計の針状センサーをポリ容器内堆

肥の中心部に来日し，慌始時と切り返し24時間後に測定し

た.

宮能検査は，ハーブ臭，不快臭及び刺激臭をo(感じ
ない)から 4(強く感じる)の5段階で評価し，開始時，

切り返し時，終γ時に総定した.

3 追跡調査

4遇開の堆肥化試験終了時にハーブ臭筑が最も強く感

じられたオレガノ区と対照窪をそのまま約半年間保存し，

保存後の臭気評価と肥料評偲を実施した.

(1) 臭気評価

調製生ふん区のオレガノ症と対照霞，及び処理ふん毘

のオレガノ区の3区について，パネラー 10名で宮能検

査を実施した.方法は，区分表示安せずに，堆肥長及び

ハーブ長の度合いを 0~4 の 5 段階に，快-不快の度合

いを -4~4 の 9 段階に評備した.

また，オレガノ堆肥について主要精油成分のチモーjレ

含有量をGC/MS-SIM法で定量分析した.

(2) 肥料評儲

調製生ふん区のオレ方、ノ区と対日夜区について，発芽試

験と栽培試験を4丹に実施Lた.

発芽試験1).堆胞に 20f音量の蒸留水を加えて熱水抽出

法 (30分振とう， 3時間60
0

C温i浴， 30分煮沸，i産過)
で抽出し， i恵紙を敷いたシャーレに抽出液lOmlを入れ，

こまつな穂子50粒を播種後，20
0

C恒温器或いは窓内に

6日間静置した.

栽培試験2).農林水産省通達，幼植物試験j去に準じて実

施した.すなわち，ポット(内径14cm，高さ 12cm) を

各区3鉢用い，真砂土lリットルを無施用区とし，堆肥

10g (乾物換算)混合会標準施用区， 20g混合を 2倍施用

区， 30g混合を 3傍施用区， 40g混合を 4倍施用区とし，

こまつな種子20粒を播種後， 3週毘に生育調査を実施し

た.葉長は，各涯とも発育の良いものから 15苗を選定し，

各苗の最も長い葉を測定した.生体重は，葉長iRIJ定後の

15苗の合計重量を灘定した.また，保存堆肥の肥料成

分を併せて測定した.

結果

l 堆肥の発酵温度

t制巴の発酵温度について，試験期間中の最高温度と平

表2 堆肥発酵温度の比較 (OC)

区 分 調製生ふん区 処理ふん区

最高 平均 最高 平均

ペパーミント(業) 47.5 35.6 57.5 35.3 
ペパーミント(サイレージ) 42.4 32.6 39.1 27.5 
オレガノ(葉) 52.0 38.3 45.4 29.5 
フェンネル(種子) 51. 6 44.6 47.7 37.8 
アニス(種子) 51. 0 44.6 49.5 39.7 
キャラウェイ(稜子) 53.3 42.1 51.6 35.5 
クロープ(粉末) 39.4 32.8 35.7 25. 7 
対照 33.6 29.8 33.3 25.1 
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保存堆肥の臭気評価

保存堆肥の臭気度比較を表5に，

6に示す.

臭気度比較では，対照区の快・不快度はマイナス評価

であったが，オレガノ区はハープ臭度が高く犠肥臭度が

低いため，快・不快度はプラス評髄であった.また，オ

レガノの主要精油成分であるチモールは，オレガノ保存

堆肥中から高濃度で検出された.

チモール含有率を表

4 の比較

20.8 
16.2 
12.3 
20.3 
29.0 
34.0 
21. 5 
8.9 

処理ふん区

10.8 
11. 7 
17.0 
7.3 
12.8 
20.3 
3.6 
5.3 

堆肥の有機物消失率(%)

調製生ふん区芭分

ペパーミント(業)
ペパーミント(サイレージ)
オレガノ(紫)
フェンネル(種子)
アニス(稜子)
キャラウェイ(稔子)
クロープ(粉末)
対照

表3

保存堆胞の肥料評価

保存堆肥の肥料成分合最を表7に，こまつな発芽試験

を表8に，こまつな栽培試験を表9に示す.

オレガノ区の肥料成分含量は，対照区と比較して炭素，

カリウムがやや高く，リン離がやや低い値であっ

た.こまつな発芽察は蒸留水と大差がなく，オレガノ区

はむしろ高い発芽率であった.こまつな栽培では，対照

[Rは施把景を高めることにより発育i濠害が認められたが，

オレガノ毘は発育促進効果が認められた.

5 終了時 (4週後)堆胞のハーブ臭及ぴ不快臭
の臭気度比較 (0~ 4の5段階評錨)

認可梨~ふんIK 処潔ふん区

ハープ臭不快臭ハ}プ臭不快臭

分区

表4

円

U
t
i
n
u
n
u
-
-ム

τ
i
n
U
唱

i

-pppゐ

n
u
d
9
1
i
n
u
n
U
τ
i
n
u

n
U
可

i
n
u
n
u
n
u
n
U
1ょ
っ
，
u

1
i
n
u
q
J
n
d
n，
G

1晶

n
u
n
U

ペパーミント(業)
ペパーミント(サイレージ)
オレガノ(業)
フェンネル(種子)
アニス(稜子)
キャラウェイ(種子)
クロープ(粉末)
対照

オレガノ堆肥のチモール含有量 (ppm)

処理Eふん思

471 (43.8) 
839 

銃製生ふん区

270 (61. 2) 
695 

分

(水分%)

表6

恵
一
中
中

一
物
物
原
乾

処理ふん区

オレガノ

官能検査による堆肥の臭気度比較

銅製生ふん区

オレガノ 対

表5

分区

照一

J
o
J
J

n
H
V
τ
3
4
宅
t
a

3.2 
0.2 
1.8 

1.9 
0.5 
0.5 

ハーブ臭皮
堆肥臭度
快・不快皮

堆胞の肥料成分合最(乾物中%)表7
*ハーブ臭度、滋nel臭度は 0-4の5段階評価
快・不快度は-4-4の9段階評価 処主主ふん区

オレガノ

39.2 
2.55 
0.95 
3.91 

911 

36.7 
2.30 
1.18 
3.75 

調製~ふん区

オレガノ 立す

40.6 
2.87 
1. 02 
3.78 

炭索

皇室 索
リン酸

カリウム

分区

均視度を表2に示す.

クロープ霞及びペパーミントサイレージ区は対照区と

の差が僅かで、あったが，他のハーブ区は対照区よりかな

り高い槌度を示し，最高混度では約 20
0C高かった.

こまつな発芽試験 (6日自の発芽率%)表8

蒸留水

84 
82 

対照区土佐肥

74 
92 

オレガノIK堆肥

90 
96 

初
安
出

有機物消失率

有機物消失率を表3に示す.

ハーブ区の有機物消失事は処理ふん震のクロープ区以

外で対賠包より著しく高い催を示した.

2 

こまつな栽培試験(播種3週間後に制定)

2.01 
2.11 

3.35 
1. 57 

3倍

3.43 
1. 68 

2倍

3.35 
1. 87 

3.17 
2.07 

金正

表9

施肥度分

葉長 (cin)

オレガノ区
対照窓
生体重 (g)
オレガノ症
対照区

臭気度

4週間処理後の臭気度を表4に示す.

ハーブ臭はオレガノ区が最も強く感じられた.ブェン

ネル，アニス，ペパーミント(葉)等も感じられたが，

発酵処理でかなり消失していた.不快臭(堆肥臭)は対

照涯でかなり感じられたが，多くのハーブ区でほとんど

感じられなかった.

3 

6.3 
2.2 

*生体重は 15苗の合計室長

6.7 
2.3 

5.8 
2.5 

5.3 
3.1 

2.0 
2.8 



18 兵庫県立農林水産技術総合センター研究報告〔畜産編〕第42号 (2006)

考 察

容器として約80リットルのポリ梯を用いたため，断熱

効果が無く発酵温度が低下し，発酵条件としては惑い条

件下での試験であった.このため，対照区とした牛ふん

准肥の最高温度は約33
0

C，4週間の有機物消失率は 10%

以下と低値であった.また，今屈の発酵試験は1O~1l

月で，過1聞の切り返しであったが，同一のポ1)桶を用

いたコーヒーチャフ発酵試験3) では， 6月実施で切り返

し回数は 1週呂 3匝， 2週目 2由， 3・4週自は 1臨であ

り，牛ふんのみの対照区は最高温度が約46
0

C，有機物消

失率が約 28%と高い値を示しており，このことからも，

今留の発酵試験はさらに悪い条件であったと言える.そ

の中において，ハーブ区は最高i温度で530C，平均温度で

45
0

Cの区も見られ，有機物消失率では 30%を超える誌

もあり，ハーブの発酵促進効果は十分確認出来たと考え

る.さらに，冬場半年賠の保存堆肥での栽培試験におい

て，対照区堆肥ではこまつなに発育障害が認められたが，

オレガノ堆肥区堆肥は発育が促進され，高い肥料効果が

確認できた.この堆肥作製方法は少量で容易に実施でき

る方法であるため，材料調達さえできれば一般家庭にお

いてでもハーブ堆肥を作製することができる.

会てのハーブ添加区の温度は対照区より高くなった.

葉使用区では l週目までに最高温度に達し発酵が速く始

まったが，種子使用誌の最高温度発現は 2~3 週後であ

り発酵速度が遅かった.これは，種子の場合は形状から

物理的な酸素供給効果が運くまで確保されるためと考え

られる.ふん処理方法による比較では，ペパーミント

(葉区)を除いて調製生ふん区の方が処理ふん程より高

い温度で推移した.これは，処理ふん監は一次発酵処理

が既になされたものである為と考えられる.ペパーミン

ト(葉区)のみが処理ふん区の方で高い温度であったが，

原閣は不明である.また，粉末状のクロープ区は発酵に

対する物理的効果が無く，ペパーミント(サーレージ区)

は既に発酵処理がなされているため発酵促進効来が抵く，

低い温度で推移したものと考えられる.

堆月患の発酵状態は堆肥温度の変化で推察されるが，有

機物の消失率でさらに精度の高い推察ができると考える.

ただし，灰分測定のサンプjレ量は僅かであるため誤差が

生じ易く，発酵状態を推察する lつの目安と考えている.

ふん処理方法による比較では，オレがノ区を除いて調製

生ふん区の方が高い消失率を示し，堆肥温度の場合と関

様の結果であった.ハーブ区(クロープ(処理ふん区)

を除く)はいずれも対照区より高い消失率を示し，発酵

促進効果が認められた.消失した有機物のなかにはハー

ブそのものの発酵による消失も含まれているが，調製生

ふん区と処理ふん区の差を考臆すると，それ以上にふん

そのものの発酵による消失であると推察出来る.

試験開始時はいずれのハーブ区もハーブ臭が強く不快

臭はほとんど感じられなく，ハーブの強い矯臭効果が現

れていた.試験終了時のハーブ臭はオレガノ区が最も強

く残っていたが，それ以外の匿は低下していた.

試験終了時に最も強くハーフゃ臭が残っていたオレガノ

区の快・不快度詳値はプラス評価で，特に処理ふん区の

快度が高く，オレガノの主要精油成分であるチモーJレも

高い濃度で検出された.オレガノ堆肥の保存における

ハーブ臭の持続期間はかなり長いと推察される.乾燥状

態ではさらに長期障の保存が可能である.

最後に検討しなければならないのが肥料としての評価

である.こまつなの栽培試験において発芽障害は全く認

められず，むしろ，対照区や蒸留水の発芽率より高い値

を示した.真砂土でのポット栽培における葉長及び生体

重成績では，オレガノ堆艇を多く施肥した方が発育が良

女子であり施胞による発育障害は全く認められなかった.

しかし，対照区においては施把量が多くなるに従って発

育が惑くなり，明らかな発育障害が認められた.ポリ檎

での簡易発酵では十分に一次発酵が進行していないため，

対照区において発育障害が生じたと考えられるが，向一

条件で、行ったオレ方、ノ区堆肥で全く障害が認められな

かったことは，オレガノ添加によりふんの発酵が十分に

促進されたためと推察できる.

これらのことから，牛ふん堆肥作製にハーブを副資材

として利用することは，臭いの改善効果だけではなく，

発酵促進効巣，更には肥料としての有用性をも促進させ

ることが示され、家庭菜関，ベランダ及び室内での罰芸

用の肥料として有効であると考えられた.

引用文献

(1) 中央審産会(2003):堆肥化施設設計マニュアル 22 

(2) 中央畜産会(2003):堆肥化施設設計マニュアル

29開31

(3) 高田修・篠倉和己(2005):コーヒーチヤブの堆肥副

資材適性試験:兵庫農技総セ研報(畜産) 41， 35・38




